
チューモくん日記 ＃文房具 ～定規編～

秋田県立視覚支援学校オリジナルキャラクターのチュー

モくんです。

「チューモくん日記」では、本校やその周辺のことにつ

いて語っていきます。

春になると、よく、「どんな文房具が使いやすいですか？」と聞かれること

が多いです。

そこで、今回は、チューモくんの定規類のコレクションを紹介します。

直定規、三角定規、分度器などは、ノートの上に置いたときに発見しやすい

もの（無色透明だと見つけにくい）、数字が大きくて見やすいもの、目盛りが

わかりやすいように工夫されているもの、起点（０の位置）が定規の端にあっ

て測りやすいといった見やすさに加え、大きさや滑りにくい加工がされている

などの操作性も考えて選ぶとよいと思います。

＜大活字＞

もう製造されていないのですが、大活字の白黒反転の定規類は見やすいです。

特に、分度器は他のメーカーのものよりも大きくて数字が見やすいので、弱視

の子どもたちに好評でした。15 cm 直定規は０ポイントの箇所に立ち上がりが

あり、30cm 直定規は端から測れます

ただ、物差しは全体が真っ黒なので、「文字や線が定規の下に隠れてしまう」

と言う人もいました。

他社の分度器との大きさの比較



＜レイメイ＞

レイメイの定規類は白黒反転していま

すが、透明な部分もあるのでノートの文

字や線が全部は隠れません。５の倍数の

数字は白抜きの丸で囲まれていて目立ち

ます。

＜クツワ ①＞

透明な定規ですが、５m

m 間隔の格子が描かれてい

るので、ノートの上で見失

うことは少ないと思いま

す。数字が大きいこと、５

の倍数の数字は色が違うこ

と、三角定規の角の部分に

半透明の色が付いているの

で、角を合わせやすくなっていることが特徴です。直定規は、端から測れます。

＜クツワ ②＞

白黒反転の定規セット。黄色の半

透明の定規も付いた５点セットです。

三角定規は、レイメイよりも透明の

部分が大きいです。また、１m m の目

盛りは、５m m ごとに長さが違ってい

ます。



＜クツワ ③＞

pum aとコラボした定規セット

です。

定規の縁の透明部分に、定規

の種類ごとに異なる色が付いて

いるのが特徴です。

直定規は端から測れます。

＜ソニック＞

透明ですが、縁にオレンジのライ

ンがあるので、ノートの上でも見つ

けやすいです。数字も大きく、白い

丸に囲まれているので、数字とノー

トの文字が重ならず読みやすいです。

さらに、滑り止め加工もされてい

ます。

＜トップバリュ＞

トップバリュの分度器は10度単位で

半透明の青が入っているので分かりや

すいです。滑り止め加工もされていま

す。



＜コクヨ＞

「ユニバーサルデザインステー

ショナリー」シリーズの直線定規

です。

１m m 単位の刻みが徐々に長く

なっているので見やすいです。

＜LABO 川島工房＞

ネット販売で見つけた

定規です。「２３＆７８定

規」といいます。

２、３、５、７、８ミ

リの刻み線に数字が入っ

ていて、一見ごちゃごち

ゃしていますが、実際に

測ってみると、刻み線を

数えなくても、黄色のテープが４cm ２m m と、さっと読めてしまいます。ルー

ペを使いながら長さを測る必要がある弱視の生徒にとっては、測定までの時短

に役立つのではないでしょうか。



＜日本点字図書館＞

青地に白で見やすい物差しです。目

盛りが盛り上がっていて触読できるの

で、見えない人でも使えます。端から

測れます。

作図セットは、見えない人用で、触

って分かりやすいように、目盛りは５

m m 単位になっています。また、表面

作図器（レーズライター）という、描

いた線が浮き上がる道具を使うときに

固定できるように、ピンを刺す穴が付

いています。

分度器は、基準になる直線を触って

確かめやすいように、底辺部分が波形

になっています。

写真では分度器の下にある、小さな穴のたくさん空いた定規のようなものは、

ぶん回しです。コンパスの代わりに使います。

僕のコレクション以外にも、いろいろな工夫がされたものがありますし、「こ

れが絶対に一番」という物差しや定規、分度器はありません。

自分が一番見やすい、使いやすいものを探して使ってください。


